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第 2015回例会  平成 28年 7月 11日（月曜日）第 2号  

 

本日の例会 ７月１１日（月） 第２例会 

◎  『直前会長・幹事慰労会』 

太閤園  17：30～移動例会・写真撮影 

     18：00～慰労会 

次回の例会 ７月２５日（月） 第３例会 

『各委員会新年度方針説明』 

職 業 分 類：林 孝信会員 

  職 業 奉 仕：渡辺 斌会員 

クラブ会報：瀧田浩彦会員 

ロータリー情報：宮田照男会員 

雑 誌 広 報：鈴木勝俊会員 

会 員 増 強：三木武志会員 

親 睦 活 動：岩﨑史郎会員 

前回の例会 ７月４日（月） 第１例会 

  

7 月のお祝い         

〇入会記念日 佐藤 鈴木 浅野 岡本 （各会員） 

〇会員誕生日 百済会員 

〇夫人誕生日 小川 遊様  

〇結婚記念日 小川 岡本 岩橋(各会員) 

〇創業記念日 細川会員 

〇６月の内祝いニコニコ 累計 590,000 円 

〇６月のニコニコ箱 101,771 円 累計 1,153,871 円 

 

幹 事 報 告           幹事 中村 徹 

1. 本日例会終了後、第１回定例理事役員会を５階サル

ビアの間にて開催致します。理事役員の皆様にはよ

ろしくお願い致します。 

2. 次週７月 11 日（月）は直前会長幹事慰労会が「太閤

園」にて開催致します。移動例会・写真撮影が 17：

30 から、慰労会が 18：00 からとなっております。

また、写真撮影がございますので、ネクタイ着用で

お願い致します。 

 

ニコニコ箱報告            岩橋ＳＡＡ 

小川会長 皆様 1 年間よろしくお願い致します。新入

会員の伊藤さんをよろしくお願い致しま

す。 

中村幹事 いよいよ、新年度がスタートしました。当

クラブのため、小川会長のため「力戦奮闘」

して参りたいと思います。皆様の絶大なる

サポートを宜しくお願い致します。 

藤原会員 小川丸の順風満帆の航海を祈念して。又、

伊藤さん、入会おめでとう。よろしくお願

いします。 

宮田会員 三木会員、佐藤幹事、ご苦労様でした。小

川会長、中村幹事よろしくお願いします。1

年間頑張って下さい。 
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佐藤会員 小川丸の船出を祝して！ 

浅野会員 小川会長、中村幹事 1 年間宜しく。伊藤会

員の入会を祝して。 

今期はＩＭロータリー・デーのホストクラ

ブです。皆様のご協力をお願いします。 

岩﨑会員 新年度を迎え、小川丸の船出を祝して。 

金子会員 小川会長、中村幹事、一年間よろしくお願

いします。 

伊藤会員 よろしくお願いします。 

  

入会式       新入会員 伊藤 雄一会員 

ご入会おめでとうございます。 

 

会長就任挨拶 及び方針説明  会長 小川高弘 

２０１６～２０１７年度の東大阪中央ロータリークラブ

会長に就任させて頂くことになりました。 

歴史ある当クラブの会長職を拝命し、責任の重さを感

じ、身の引き締まる思いです。 

この一年間、

クラブ発展の為

に精一杯務めさ

せて頂きたいと

思いますので、

会員皆様のご指

導・ご協力を是

非とも宜しくお

願い申し上げま

す。 

 

 

 

 

◆ＲＩの活動テーマ◆ 

本年度ＲＩ会長ジョン・ジャーム氏は、アメリカ・テ

ネシー州・チャタヌーガＲＣに１９７６年入会・ロータ

リー歴は４０年で、現在はエンジアリングのコンサルテ

ィング会社の取締役会長 兼ＣＥＯをされています。 

ＲＩテーマは 

「人類に奉仕するロータリー」 

「Ｒｏｔａｒｙ Ｓｅｒｖｉｎｇ Ｈｕｍａｎｉｔｙ」 

です。 

「人類の奉仕」という大きな目標に向け、リーダーシ

ップを持ちうる会員を増やし、ポリオ撲滅をはじめ「世

界でよいことをする」ための伝統を継承しよう。無限は

無い。 

また、ロータリアン一人一人が世界でよいことをする。

その積み重ねが大きな機会となり、人類の奉仕となる。 

とおっしゃっておられます。 

 

◆２６６０地区方針◆ 

松本進也ガバナーは２６６０地区活動におけるすべて

の原点を 

「Ｔｈｅ Ｉｄｅａｌ ｏｆ Ｓｅｒｖｉｃｅ」 

「サービスの理念」 

に集約 

 また２６６０地区具体的目標を 

１、“Ｔｈｅ Ｉｄｅａｌ ｏｆ Ｓｅｒｖｉｃｅ”の基

本理念の周知と実践 

２、ガバナー月信のペーパーレス化によるＩＴの促進 
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３、ロータリー財団１００周年、ポリオ撲滅 

４、戦略計画の推進（会員増強） 

５、ＩＭ再編成 

に設定されています。 

 

◆年次寄付・年間目標◆ 

１、ロータリー財団 

  ・年次寄付 ＄１６０ 

  ・ポリオ  ＄６０   

      計 ＄２２０ 

  ・ベネファクター 各クラブ１名 

２、米山奨学金 

  ・普通＋特別寄付 一人当たり ３０，０００円 

３、会員増強 

  ・１クラブ純増２名 

   

◆本年度のクラブ方針◆ 

１、本年度はＲＩ会長・松本進也ガバナーの基本方針で

ある「奉仕」を中心とし、ロータリーの基本である

奉仕活動を全面的に行い、少数精鋭の会員皆様 

のご協力を得て、自他ともが認める奉仕活動を行う。 

２、１１クラブ及び全会員参加のＩＭロータリー・デイ

の開催に努める。 

３、会員数持続及び会員純増２名を目標に会員増強を行

う。 

４、会員相互の親睦をより一層高め、楽しいクラブライ 

フとなるよう努める。 

５、新人会員の育成に努める。 

副会長挨拶        副会長 金子 勝信 

副会長に任命され、その重責を感じるとともに、小川

会長の補佐役として精一杯サポートできるように頑張っ

て参りたいと存じますので、何卒宜しくお願い申し上げ

ます。 

クラブ奉仕委員会      委員長 金子 勝信 

クラブ奉仕委員長としましては、小川会長の方針に基づ

きまして、クラブ会員様のロータリーライフがより充実

したものになりますように調和を図り、クラブの活性化

に努めて参ります。重ねて宜しくお願い申し上げます。 

新年度方針説明       会 計 中村 徹 

前年度に引き続き、会計担当を仰せつかりました中村

でございます。 

現在の当クラブの財政状態につきましては、特別準備

金 3,882,800 円、クラブ災害復興基金 660,000 円、本会

計預金残高 1,478,000 円、合計 643 万円の予定です。 

以上の点から、当クラブの財政は年々改善し、良好な

状態にあります。 

2016-2017 年度の予算につきましては、前年度と同じ

会員数 24 名体制で組んでおり、さらに前年度の収支改善

策が一定の効果を得ることが出来ましたので、新たな収

支改善案は考えておりません。 

今後も会計の透明性の確保、良好な財政状態を目標と

し、事務局の協力のもと取り組んで参りたいと思います。 

今年度も、会員皆様のますますのご理解・ご協力よろ

しくお願い申し上げます。 

米山奨学生  グオバツキ、ヤクブ ボイチェフさん 

6 月は私にとってこの三年間の大学院の勉強の中でと

ても重要で、一番不安に思っていた時期であった。教員

免許を取得するために四週間の教育実習と一週間の介護

実習に参加することになった。 

英語と日本語力にある程度自信があると言ってもその

知識を日本人の生徒に伝えられるかどうかわからなかっ

た。私は英語コミュニケーションの授業の担当になって、

授業は八回やった。授業をすることが楽しかったがその

準備や先生との打ち合わせが一番大変だった。授業以外

にも教育実習のおかげで重要な体験をたくさんできた。    

自分の教師になりたい志を確認し、自分の中のなりたい

教師の姿をもっと明らかにした。そして、外国人にはな

かなか体験できない日本の文化や日本人の心を裏から見

学できた。ほかの教員や生徒とのふれあいのなかで、英

語を通じて日本の国際の文化の代表になることができ

た。英語の楽しさ、実際にコミュニケーションの道具と

して使える英語の役割を生徒に教える教員になりたいと

思った。 
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反省点はたくさんあったが、これからどこを直せばい

い、どこにもっと努力が必要なのかを理解できた。この

四週間は極めて短い間ではあったが、日本の教職につい

て、日本人の生徒、日本の教育の在り方について学んだ

ことがたくさんあった。日本人の先生の仕事の大変さも

見ることもできた。それと同時に、教員の仕事の喜び、

遣り甲斐感じることもできた。今から残りに大学院の時

間をどのように使って何を勉強して、どこを直せばいい

のをこの教育実習のおかげで理解できた。 

介護実習のほうは短くて、たった一週間介護施設でお

年寄りのお世話する体験ができた。まだ元気で、すっと

立ち上がって話をして動ける方がいれば、日常生活上に

困難があり、簡単なことでも援助が必要な方、認知に問

題がある方、また体を自由に動かせない方などがその施

設に住んでいる。この実習で一番分かったことはいずれ

誰も年をとって介護を必要になる。お年よりの方は私た

ちが子供の時にお世話してくれたと同じ、私たちもその

借りを返さないといけない。介護の仕事で一番重要なの

は様々な必要のある利用者にあった介護をしないといけ

ない。それぞれの利用者の性格や抱えている問題を考え

て、慎重に介護しないといけない。一番うれしかったの

は利用者の感謝の気持ちだった。小さなことでもとても

感謝されるので、もっといろいろ話をして皆の役に立ち

たいと思った。しかし、とても遣り甲斐のある仕事であ

ると同時に大変なこともたくさんある。 

この二つの実習を終えて学ぶことがたくさんあった。

日本の教育と介護のシステムを裏から見ることができて

日本人をもっと知ることができたと思う。これから日本

の生活する上でとても重要な体験であった。 

2016～2017年度 第１回定例理事役員会議事録 

日 時 2016 年 7 月 4 日(月) 例会終了後 

出席理事 

小川高弘、佐井義昌、金子勝信、中村 徹、岩橋竜介、

瀧田浩彦、藤原英夫、佐藤三千秋、百済洋一、浅野光男、

岩﨑史郎、岡本慎一            計 12 名 

決議事項 

1. ＲＩ人頭分担金 31 ドル×23 72,726 円  承認 

2. ポリオプラス支払の件上期のみ      承認 

    （60 ドル×23） 140,760 円 

3. 米山普通寄付支払の件 上期       承認 

（2,500 円×23） 57,500円 

4. 予算案について  

・入会金の件 現行通り 10 万円で承認 

・例会、最低月２回以上開催の件については会員にアン

ケート（現行通り、月２回、月３回、月４回（昼２回、

夜２回）など） 

・熊本・大分地震災害 支援の件 

鹿港ＲＣより 196,000 円送金あり、前年度に一旦積立

て、今期クラブ災害復興基金の一部（30 万円）と合計

50 万円を取り崩す。 

くまもとスマイル企画「8/3 上天草へギョギョギョな

バスツアー」にスポンサーとして参画 8/2～8/3 当ク

ラブより理事 5 名派遣予定⇒活動報告作成、 

くまもとスマイル企画への参加理由は以下の通り。 

（①熊本被災地の情報が少ない、②すでに鹿港ＲＣより

義援金の振込有り③11 月台湾訪問する際、活動報告を

する必要あり） 

・公徳学園の件（経費・打合せ等） 

お盆明けに公徳学園の会長・幹事・社会福祉委員長訪

問予定。 

5. 2017 年 2 月 20 日（45周年記念例会）の件 

・義務出席の件 ⇒承認 

・ガバナー訪問の問い合わせあり⇒公式行事ではないの  

で、ガバナー訪問は要請しない。  

6. 委員長名刺を自家作成の件⇒承認 100 枚＠600円 

7. ＩＭＲＤの口座開設の件⇒承認 

8. 鹿港 RC 34 周年式典が（11 / 5・6・7）例会・理事

会に重なる件⇒11/7 休会 or 理事会のみ次週 11/14

に延期の方向で検討 

9. ガバナー月信、電子版の件（会員に配信の方法を選

択） 

⇒自分で HP より見る・事務局よりメールで送信・印刷

して配布） 

⇒脇門さんに HP で簡単に閲覧できるよう作成中 

10. 佐井会員、退会の件 

⇒再度佐井さんを交え話し合う予定 

11. その他 

・セリアちゃんが持参した３００ドル（日本滞在中に何

かあった場合の資金） 

当クラブが負担するセリアちゃんの携帯代が、当初予

算より増えたため本会計に充当⇒承認 

⇒後日、金子青少年委員長がセリアちゃんに説明 
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